
京都市域地区 輸送実績

京都北部地区 輸送実績 データ編

〇輸送実績（原価計算対象事業者 データ）

・2019年1月分 ～ 12月分

・2020年1月分 ～ 12月分

・2021年1月分 ～ 9月分

令和３年11月3日(水)

一般社団法人 京都府タクシー協会

安心の見える化 ～日々の生活と新しい旅のおともに～

※京都府タクシー協会では感染症対策を動画でわかりやすく説明しています。



タクシー事業への影響と乗務員等に対する支援要望
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１．タクシー事業への影響

【京都市域地区】
 底は、令和2年5月分輸送実績で営業収入は対前年同月比 84.7％減少 ※原価計算対象事業者:12者

令和2年の年間を通した輸送実績の営業収入は対前年比 51.4％減少（直近の令和3年9月分は60.6%減少）

 京都駅八条口ﾀｸｼｰ乗り場ｼｮｯﾄｶﾞﾝの底は、令和2年4月分で対前年同月比 89.2％減少(令和3年10月分は45.2％減少)
※ショットガン：タクシー乗り場から離れた場所に待機場を設け、乗り場への流入を調整

【京都北部地区】
 底は、令和2年5月分輸送実績で営業収入は対前年同月比 60.2％減少 ※原価計算対象事業者:4者
令和2年の年間を通した輸送実績の営業収入は対前年比31.1%減少（直近の令和3年9月分は42.5%減少）

２．新型コロナウイルス感染症に対する業界の取組

国土交通省通達を受けた取組
 マスクの着用、「咳エチケット」、石鹸手洗い・うがいの励行、運行中の定期的な車内換気
※令和2年３月及び4月はマスクの調達が難しく、着用出来ない乗務員も見受けられ、お客様から心配するご意見もあった

乗務前点呼の強化、体温等体調管理、車内消毒の徹底、飛沫感染シート設置、抗菌・抗ウイルス加工 等々

 京都タクシー業務センターの取組（※期間：令和2年3月23日(月)～4月12日(日)、時間：午前9時～午後5時）

京都駅烏丸口及び八条口乗り場待機場で乗務員等に噴霧式消毒剤による手及び車内の除菌

 新型コロナウイルス感染予防対策ガイドラインの策定（令和２年５月１４日）

・政府の「基本的対処方針」をはじめとする諸決定を踏まえ策定（第２版、第3版:令和3年11月1日改定）
・タクシーにおける新型コロナウイルス感染予防対策ガイドラインの徹底

４-①．関係行政機関に対する支援要望（令和2年4月,7月,8月,10月,11月,令和3年1月,2月に要望書を提出）

①緊急時の支援要望 （①～③の要望先：近畿運輸局、京都労働局、京都府、京都市 令和2年4月13日付け）
 感染拡大防止策として
・マスク・消毒剤の斡旋、感染防止機材の助成、アルコール検知器の特例、期間限定休車の伸長等
雇用調整助成金の簡素化等、速やかな資金繰り、観光助成金の拡充等、メーター検査の伸長

②緊急事態宣言が発出された場合の支援要望
 危機的な営業収入の中、乗務員のモチベーション確保対策
・公共交通機関の責務を果たしつつ、監督官庁からの供給輸送力抑制の要請

③反転攻勢期の支援要望
 京都府下のあらゆる地域で人の動きを活性化する施策の推進
・観光キャンペーンの積極的な展開、UDタクシー補助の創設、マスク・消毒剤の調達助成

 無利子・無担保融資でキャッシュを確保し、特例措置の臨時休車の活用や雇用調整助成金を申請して、事業
の継続と雇用の維持を確保するなど、何とか凌いでいる状況（未だかつて経験したことのない環境）
・特例措置の臨時休車:令和2年5月に最大1,257両(21.7%)休車,現在(3.10.22)も856両(14.5％)休車

※休車の協会費免除を実施中 更に、全協会員に2ヶ月分の会費免除を実施済み（協会運営にも影響）
・雇用調整助成金:令和2年５月に最大6者が完全休業し、39者が勤務シフトを変更（45/69会員）
・令和2年度当初運転者証発行乗務員は8,362名、年度末には7,401名と961名減少（高齢乗務員の離職）

 現時点で、事業廃止:1者(令和３年３月)、株式譲渡(経営者変更):6者

①地方創生臨時交付金の活用 （要望先：タクシーの営業所が存する市町 令和２年７月30日付け）
②更なる適用期間の延長 （要望先：近畿運輸局、京都労働局、京都府 令和2年8月12日付け）
・雇用調整助成金特例措置の延長、期間限定休車の適用期間延長

３．タクシー事業の現状とあらゆる支援策を活用し、事業の継続と雇用の維持を確保

①準特地域の保有車両やコロナ禍影響の運賃改定の取扱い （要望先：全タク連 令和２年10月27日付け）
②更なる適用期間の延長 （要望先：近畿運輸局、京都労働局 令和2年11月12日付け）
・雇用調整助成金特例措置の延長、期間限定休車の適用期間延長

①第3次補正予算の地方創生臨時交付金の活用 （要望先：京都府下全自治体 令和3年1月29日付け）
②新たな休車特例措置通達や助成金等の継続 （要望先：近畿運輸局、京都労働局 令和3年2月17日:付け）
・新たな休車特例、雇用調整助成金特例措置の延長、公共交通の利用促進、ﾜｸﾁﾝの優先的接種、GoToﾄﾗﾍﾞﾙ



京都府の営業区域及び最低車両数、コロナ禍の現状
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６．京都府下新型コロナウイルス感染症の現状

※11月1日 23時59分 時点（NHKまとめ）

京都府下の感染状況（初感染確認:令和2年1月30日）

京都府：35,884人（全国の2.1％）

※令和３年8月26日、1日あたり601人が感染

全 国：1,722,603人

※クルーズ船の感染者を除く
※令和3年8月20日、1日あたり全国で25,992人が感染

５．営業区域及び最低車両数

①エッセンシャルワーカーに対するワクチンの優先接種等 （要望先：京都市 令和3年4月7日付け）
・タクシー乗務員への優先接種、円滑なワクチン接種ためタクシーの活用

４-②．関係行政機関に対する支援要望（令和3年4月,7月,９月に要望書を提出）

①新たな休車特例や雇用調整助成金、経営助成、ﾜｸﾁﾝ接種等（要望先：全タク連 令和3年4月28日付け）
②２月の要望に加え、新たな雇用調整助成金等（要望先：近畿運輸局、京都労働局 令和3年4月30日付け）
・新たな雇用調整助成金の適用、経営助成、ﾜｸﾁﾝ接種ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの改正、厚生年金保険料等延滞金の廃止

【営業区域及び最低車両数】 ※赤字は個人タクシーの営業区域を示す
〇京都市域交通圏・・・10両
京都市(ただし、平成17年4月1日に編入された旧北桑田郡京北町の区域を除く。)、向日市、長岡京市、
宇治市、八幡市、城陽市、京田辺市、木津川市、乙訓郡、久世郡、綴喜郡及び相楽郡

〇中部交通圏・・・５両 〇中丹交通圏・・・５両 〇丹後交通圏・・・５両
亀岡市、京都市(旧北桑田郡京北町) 福知山市、舞鶴市及び綾部市 宮津市、京丹後市及び与謝郡
南丹市及び船井郡

①地方創生臨時交付金(事業者支援枠)の活用 （要望先：京都府 令和3年7月13日付け）
・UDタクシー等の上乗せ補助、経営助成、公共交通機関の利用促進等

①地方創生臨時交付金(事業者支援枠)の活用 （要望先：営業所が存する市町 令和3年９月30日付け）
・稼働する車両への助成金、UDタクシー等の上乗せ補助(京都市のみ)、公共交通機関の利用促進等

資料:厚生労働省HP （11/1）
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会員事業者の輸送実績（京都市域地区）

１者事業廃止

〈令和2年1月～12月〉
・2019年 10,674,779千円
・2020年 5,186,232千円 対前年比 48.6%（▲5,488,547千円減）

令和３年３月に1者事業廃止のため11事業者のデータ
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会員事業者の輸送実績（京都北部地区）

〈令和2年1月～12月〉
・2019年 1,127,910千円
・2020年 776,736千円 対前年比 68.9%（▲351,174千円減）
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会員事業者の輸送実績（京都市域地区）

〈令和2年1月～12月〉
・2019年 11,459,166人
・2020年 5,841,682人 対前年比 51.0%（▲5,617,484人減）

１者事業廃止

令和３年３月に1者事業廃止のため11事業者のデータ
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会員事業者の輸送実績（京都北部地区）

〈令和2年1月～12月〉
・2019年 1,216,592人
・2020年 785,590人 対前年比 64.6%（▲431,002人減）



京都駅八条口タクシー乗り場ショットガンの実績（令和2年度）
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令和元年度 課金収入：1,1871,500円（雑収益：35円） ＊業セン決算書より

令和 2 年度 課金収入： 4,772,220円（雑収益：16円）※前年度比40.2%

令和元年度 経常費用：15,511,425円 当期経常増減額：▲3,639,890円
令和 2 年度 経常費用：14,749,521円 当期経常増減額：▲9,977,285円



京都市域の乗務員に関する運転者証交付数及び平均年齢
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運転者証交付数

平 均 年 齢



京都北部の乗務員に関する運転者証交付数及び平均年齢
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運転者証交付数

平 均 年 齢
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全国ﾊｲﾔｰ・ﾀｸｼｰ連合会が緊急に実施した全国ｻﾝﾌﾟﾙ調査



京都のタクシー業界を支える協会の思想を象徴的に表現しました。

車の中の四角の集合体は、多くの企業が集まる協会の団結・結集した様を表現しています。

ロゴマークは京都府タクシー協会を象徴する重要な視覚要素です。


